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「読む人の糧」になる聖書の学び方 

 
１） よ：良かったと思うところはありますか。 

 

 

 

 
２） む：むずかしいこと、わからなかったことはありますか。 

 

 

 

 
３） 人の：人の生き方について教えられたことがありますか。 

 

 

 

 
４） か：神について教えられたことがありますか。 

 

 

 

 

  ５） て：適用してみたいことはありますか。 

 

 

 

 
この資料の用い方：家庭集会、小グループの学び会で 

● 一時間なら : 20 分（祈ってから、幾度か読み、各個人で書き込めるとこ

ろへ答えを書き込む）、30 分（分かち合いの時間、全員が参加する）10

分（適応のために数名で祈る） 

● 時間がなければ１）と５）を。これは欠かせない。1時間半あればすべて

カバーできる。 

● 共に真理を発見し、共にその真理の適応のために助け合う。 


